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2018年3月期の連結会計年度における経営成績は、売上高に営業収入を加えた営業収益は1,001億6百万円（前期
比0.2％増）、営業利益は1億12百万円（前期比82.1％減）、経常利益は2億23百万円（前期比69.0％減）、親会社
株主に帰属する当期純利益は86百万円（前期比82.1％減）となりました。

◆ 株主総会

会社の最高意思決定機関である株主総会を、2018年6月13日（水）午前10時より、名古屋市東区葵三丁目16番16
号「ホテルメルパルクNAGOYA」にて開催しました。映像機器を用いて事業報告のビジュアル化を実施するとともに、招
集通知および決議通知をホームページに掲載しています。

◆ 株主優待

毎年3月20日時点において100株以上所有の株主様を対象として、毎年5月下旬に所有
株式数に応じて自社取扱商品をお届けしています。
2017年度は100株以上1,000株未満所有の株主様へは自社取扱商品（1,500円相
当）、1,000株以上所有の株主様へは自社取扱商品（3,500円相当）をお届けしました。
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◉経常利益3期比推移
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◉当期純利益3期比推移
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■ サプライヤーとともに

ヤマナカでは、お取引先企業様との関係強化を図ることを目的にヤマナカ会を発足し、2018年3月20日現在、284社
の企業様にご入会いただいています。今期は、会員企業様へ当社の経営政策などをご報告する「平成30年度ヤマナカ会
総会」を2018年5月23日（水）午後2時30分より、名古屋市東区葵三丁目16番16号
「ホテルメルパルクNAGOYA」にて約500名の方にご出席いただき開催いたしました。総
会の中では、当社の売上に貢献いただいた企業様・個人様への表彰も行い、日頃の感謝を
お伝えさせていただきました。今後も、多くのお取引先企業様とより良い関係を築き、ヤマ
ナカをご利用いただく皆様により良い商品を提供できるよう努力していきます。

◆ ヤマナカ会

ヤマナカでは店頭での食の提案や販売だけでなく、地域の子どもたちの体力向上や健全な精神の育成、食育活動などを
目的とし、マラソン大会やお米作り体験などの各種イベントを毎年開催しています。
2017年度は、2017年5月にJAあいち経済連様と共同でお米作りを体験するイベントを開催しました。抽選で21組65
名をご招待し、お米についての食育教室や、親子で協力して楽しく田植を体験していただきました。
また、2018年1月には愛・地球博記念公園にて、第28回となるマラソン大会を多くの企業様のご協力のもと開催しまし
た。小学生約1,000名が参加し、元気良くのびのびとマラソンを楽しみました。

ヤマナカでは全店に募金箱を設置し、皆様からご協力いただきました募金を全額「（財）東海
交通遺児を励ます会」へ寄贈させていただいています。
また、地震や台風など災害に見舞われた方々への募金も募らせていただくこともあります。
2017年度は九州北部豪雨災害で被害にあわれた方への募金活動を実施し、お預かりした
募金は日本赤十字社愛知支部へ寄託しました。皆様の善意に感謝するとともに、ヤマナカは
今後も、募金活動を通して助けが必要なたくさんの方々の応援をしていきます。

ヤマナカでは、地域の子ども達に社会勉強の場を提供するために、店舗見学や職場体験の受け入れを行っています。店舗
見学ではスーパーマーケットの仕組みや流れを説明し、職場体験では実際にスーパーマーケットの作業を体験してもらっ
ています。今後もこうした活動を通して、地域の子ども達の食育や社会勉強に貢献していきたいと思います。

2017年度にはリニューアルオープンした東海店、および新規オープンした滝ノ
水店の従業員が認知症サポーター養成講座を受講しました。
急速な高齢化の進行に伴い、今後、認知症高齢者の大幅な増加が見込まれて
おり、認知症のお客様のご来店も多くなってくると予想されます。従業員一人
ひとりが、認知症のお客様に対して自分に何ができるかを考えてサポートでき
るよう、このような取組みに積極的に参加し、地域の皆様と連携し、どなたでも
安心してご来店いただけるお店をつくります。
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■ 地域社会とともに

◆ 募金活動

◆ 食やスポーツを通したイベントの開催

◆ 小中学生の職場体験

◆認知症サポーター養成講座の受講


